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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年6月1日(2010.6.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）で示されるビフェニルカルボキサミド

【化１】

｛式中、Ｒは水素原子、Ｃ１～Ｃ６－アルキル基、又はいずれの場合にも１から７個の弗
素、塩素及び／若しくは臭素原子を有するＣ１～Ｃ３－ハロアルキル基を表し、
　ＺはＣ３～Ｃ８－アルケニル基、Ｃ３～Ｃ８－アルキニル基、いずれの場合にも１から
５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ３～Ｃ８－ハロアルケニル基もしくはＣ

３～Ｃ８－ハロアルキニル基を表すか、又は（Ｃ３～Ｃ８－シクロアルキル）（Ｃ１～Ｃ

４－アルキル）基を表し、
　Ｘ及びＹは互いに独立してハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、Ｃ１～Ｃ８－アルキル
基、Ｃ１～Ｃ８－アルコキシ基、Ｃ１～Ｃ８－アルキルチオ基を表すか、いずれの場合に
も１から１３個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ６－ハロアルキル基、
Ｃ１～Ｃ６－ハロアルコキシ基又はＣ１～Ｃ６－ハロアルキルチオ基を表し、
　ｍは０、１、２、３又は４を表し（但し、ｍが２、３又は４を表す場合には、ｘは同一
であるか又は異なる基を表す。）、
　ｎは０、１、２、３又は４を表し（但し、ｎが２、３又は４を表す場合には、ｙは同一
であるか又は異なる基を表す。）、及び
　Ａは次式



(3) JP 2006-515841 A5 2010.7.22

【化２】

〔式中、Ｒ１は水素原子、シアノ基、ハロゲン原子、ニトロ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基
、Ｃ３～Ｃ６－シクロアルキル基、Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキルチ
オ基、アミノカルボニル基、アミノカルボニル－Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又はい
ずれの場合にも１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基、Ｃ１～
Ｃ４－ハロアルコキシ基もしくはＣ１～Ｃ４－ハロアルキルチオ基を表し、
　Ｒ２は水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、Ｃ１～Ｃ４－ア
ルコキシ基又はＣ１～Ｃ４－アルキルチオ基を表し、及び
　Ｒ３は水素原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、ヒドロキシ－Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、Ｃ

２～Ｃ６－アルケニル基、Ｃ３～Ｃ６－シクロアルキル基、Ｃ１～Ｃ４－アルキルチオ－
Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか、
又はいずれの場合にも１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基、
ハロ（Ｃ１～Ｃ４－アルキルチオ－Ｃ１～Ｃ４－アルキル）基もしくはハロ（Ｃ１～Ｃ４

－アルコキシ－Ｃ１～Ｃ４－アルキル）基を表すか、又はフェニル基を表す。〕
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化３】

（式中、Ｒ４及びＲ５は互いに独立して水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル
基を表すか、又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表し
、
　Ｒ６はハロゲン原子、シアノ基又はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表すか、いずれの場合に
も１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基もしくはＣ１～Ｃ４－
ハロアルコキシ基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化４】

（式中、Ｒ７及びＲ８は互いに独立して水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル
基を表すか、１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表し、及
び
　Ｒ９は水素原子、ハロゲン原子又はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
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【化５】

（式中、Ｒ１０は水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシル基、シアノ基、Ｃ１～Ｃ６－ア
ルキル基を表すか、いずれの場合にも１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハ
ロアルキル基、Ｃ１～Ｃ４－ハロアルコキシ基もしくはＣ１～Ｃ４－ハロアルキルチオ基
を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式

【化６】

（式中、Ｒ１１はハロゲン原子、ヒドロキシル基、シアノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、
Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキルチオ基を表すか、いずれの場合にも１
から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基、Ｃ１～Ｃ４－ハロアルコ
キシ基もしくはＣ１～Ｃ４－ハロアルキルチオ基を表し、及び
　Ｒ１２は水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、Ｃ１～Ｃ４－
アルコキシ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキルチオ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキルスルフィニル基、Ｃ

１～Ｃ４－アルキルスルホニルを表すか又はいずれの場合にも１から５個のハロゲン原子
を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基もしくはＣ１～Ｃ４－ハロアルコキシ基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化７】

〔式中、Ｒ１３はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロゲン原子を有す
るＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表し、
　Ｒ１４はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表し、
　Ｘ１はＳ（硫黄）を表すか、ＳＯ、ＳＯ２又はＣＨ２を表し、及び
　ｐは０、１又は２を表す。〕
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化８】

（式中、Ｒ１５はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロゲン原子を有す
るＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
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【化９】

（式中、Ｒ１６はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロゲン原子を有す
るＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式

【化１０】

〔式中、Ｒ１７はハロゲン原子、シアノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から
５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表し、
　Ｒ１８は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個の
ハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表し、
　Ｒ１９は水素原子、シアノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、１から５個のハロゲン原子を
有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基、Ｃ１～Ｃ４－アルコキシ－Ｃ１～Ｃ４－アルキル基
、ヒドロキシ－Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、Ｃ１～Ｃ４－アルキルスルホニル基、ジ（Ｃ１

～Ｃ４－アルキル）アミノスルホニル基、Ｃ１～Ｃ６－アルキルカルボニル基又は場合に
より置換されていてもよいフェニルスルホニル基もしくはベンゾイル基を表す。〕
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化１１】

（式中、Ｒ２０及びＲ２１は互いに独立して水素原子、ハロゲン原子、アミノ基、Ｃ１～
Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアル
キル基を表し、及び
　Ｒ２２は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個の
ハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化１２】

（式中、Ｒ２３及びＲ２４は互いに独立して水素原子、ハロゲン原子、アミノ基、ニトロ
基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４

－ハロアルキル基を表し、及び
　Ｒ２５は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個の
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ハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化１３】

〔式中、Ｒ２６は水素原子、ハロゲン原子、アミノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキルアミノ基、
ジ－（Ｃ１～Ｃ４アルキル）アミノ基、シアノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は
１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表し、及び
　Ｒ２７はハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロゲン原
子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表す。〕
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化１４】

〔式中、Ｒ２８は水素原子、ハロゲン原子、アミノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキルアミノ基、
ジ－（Ｃ１～Ｃ４－アルキル）アミノ基、シアノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又
は１から５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表し、及び
　Ｒ２９はハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロゲン原
子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表す。〕
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
【化１５】

（式中、Ｒ３０はハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロ
ゲン原子を有するＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式

【化１６】

（式中、Ｒ３１は水素原子又はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表し、及び
　Ｒ３２はハロゲン原子又はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式
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【化１７】

（式中、Ｒ３３はＣ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から５個のハロゲン原子を有す
るＣ１～Ｃ４－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａは次式

【化１８】

（式中、Ｒ３４は水素原子、ハロゲン原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか又は１から
５個のハロゲン原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表す。｝。
【請求項２】
　Ｒが水素原子、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基又はいずれの場合にも１から７個の弗素、塩素
及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ３－ハロアルキル基を表し、
　ＺがＣ３～Ｃ６－アルケニル基、Ｃ３～Ｃ６－アルキニル基、いずれの場合にも１から
５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ３～Ｃ６－ハロアルケニル基もしくはＣ

３～Ｃ６－ハロアルキニル基を表すか、又は（Ｃ３～Ｃ６－シクロアルキル）－（Ｃ１～
Ｃ４－アルキル）基を表し、
　Ｘ及びＹは互いに独立して弗素原子、塩素原子、臭素原子、シアノ基、ニトロ基、Ｃ１

～Ｃ６－アルキル基、Ｃ１～Ｃ６－アルコキシ基、Ｃ１～Ｃ６－アルキルチオ基を表すか
、それぞれ１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキ
ル基、Ｃ１～Ｃ２－ハロアルコキシ基又はＣ１～Ｃ２－ハロアルキルチオ基を表し、
　ｍが０、１、２又は３を表し（但し、ｍが２又は３を表す場合には、ｘは同一であるか
又は異なる基を表す。）、
　ｎが０、１、２又は３を表し（但し、ｎが２又は３を表す場合には、ｙは同一であるか
又は異なる基を表す。）、及び
　Ａが次式
【化１９】

（式中、Ｒ１は水素原子、シアノ基、弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、メチ
ル基、エチル基、イソプロピル基、シクロプロピル基、メトキシ基、エトキシ基、メチル
チオ基、エチルチオ基、アミノカルボニル基、アミノカルボニルメチル基、アミノカルボ
ニルエチル基を表すか、いずれの場合にも１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を
有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基、Ｃ１～Ｃ２－ハロアルコキシ基、トリフルオロメチ
ルチオ基又はジフルオロメチルチオ基を表し、
　Ｒ２は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、メチル基、エチル基、
メトキシ基、エトキシ基、メチルチオ基又はエチルチオ基を表し、及び
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　Ｒ３は水素原子、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ヒドロキシ
メチル基、ヒドロキシエチル基、シクロプロピル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル
基を表すか、１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアル
キル基を表すか又はフェニル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化２０】

（式中、Ｒ４及びＲ５は互いに独立して水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチ
ル基、エチル基又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハ
ロアルキル基を表し、及び
　Ｒ６は弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、シアノ基、メチル基、エチル基、
トリフルオロメチル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有する
Ｃ１～Ｃ２－ハロアルコキシ基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化２１】

（式中、Ｒ７及びＲ８は互いに独立して水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチ
ル基、エチル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～
Ｃ２－ハロアルキル基を表し、及び
　Ｒ９は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基又はエチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化２２】

（式中、Ｒ１０は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、ヒドロキシル
基、シアノ基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基を表すか、いずれの場合にも１から５個の弗素、
塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基、Ｃ１～Ｃ２－ハロアルコ
キシ基又はＣ１～Ｃ２－ハロアルキルチオ基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化２３】
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（式中、Ｒ１１は弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、ヒドロキシル基、シアノ
基、Ｃ１～Ｃ４－アルキル基、メトキシ基、エトキシ基、メチルチオ基、エチルチオ基を
表すか、いずれの場合にも１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ

２－ハロアルキル基、Ｃ１～Ｃ２－ハロアルコキシ基、トリフルオロメチルチオ基又はジ
フルオロメチルチオ基を表し、及び
　Ｒ１２は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、シアノ基、Ｃ１～Ｃ

４－アルキル基、メトキシ基、エトキシ基、メチルチオ基、エチルチオ基、Ｃ１～Ｃ２－
アルキルスルフィニル基、Ｃ１～Ｃ２－アルキルスルホニル基を表すか、いずれの場合に
も１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基又は
Ｃ１～Ｃ２－ハロアルコキシ基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化２４】

（式中、Ｒ１３はメチル基、エチル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭
素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表し、及び
　Ｒ１４はメチル基又はエチル基を表し、
　Ｘ１はＳ（硫黄）を表すか、ＳＯ、ＳＯ２又はＣＨ２を表し、及び
　ｐは０、１又は２を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化２５】

（式中、Ｒ１５はメチル基、エチル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭
素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化２６】

（式中、Ｒ１６はメチル基、エチル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭
素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
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【化２７】

（式中、Ｒ１７は弗素原子、塩素原子、臭素原子、シアノ基、メチル基、エチル基、イソ
プロピル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２

－ハロアルキル基を表し、
　Ｒ１８は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基を表すか又は
１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表し
、及び
　Ｒ１９は水素原子、メチル基、エチル基、１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子
を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基、Ｃ１～Ｃ２－アルコキシ－Ｃ１～Ｃ２－アルキル
基、ヒドロキシメチル基、ヒドロキシエチル基、メチルスルホニル基又はジメチルアミノ
スルホニル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化２８】

（式中、Ｒ２０及びＲ２１は互いに独立して水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、
アミノ基、メチル基、エチル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子
を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表し、及び
　Ｒ２２は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基を表すか又は
１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す
。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化２９】

（式中、Ｒ２３及びＲ２４は互いに独立して水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、
アミノ基、ニトロ基、メチル基、エチル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又
は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表し、及び
　Ｒ２５は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基を表すか又は
１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す
。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
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【化３０】

（式中、Ｒ２６は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、アミノ基、Ｃ１～Ｃ４－ア
ルキルアミノ基、ジ－（Ｃ１～Ｃ４－アルキル）アミノ基、シアノ基、メチル基、エチル
基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロア
ルキル基を表し、及び
　Ｒ２７は弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基を表すか又は１から５個
の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化３１】

（式中、Ｒ２８は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、アミノ基、Ｃ１～Ｃ４－ア
ルキルアミノ基、ジ－（Ｃ１～Ｃ４－アルキル）アミノ基、シアノ基、メチル基、エチル
基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロア
ルキル基を表し、及び
　Ｒ２９は弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基を表すか又は１から５個
の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化３２】

（式中、Ｒ３０は弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基を表すか又は１か
ら５個の弗素、塩素及び／又は臭素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化３３】

（式中、Ｒ３１は水素原子、メチル基又はエチル基を表し、及び
　Ｒ３２は弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基又はエチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
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【化３４】

（式中、Ｒ３３はメチル基、エチル基を表すか又は１から５個の弗素、塩素及び／又は臭
素原子を有するＣ１～Ｃ２－ハロアルキル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化３５】

（式中、Ｒ３４は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基又はト
リフルオロメチル基を表す。）
で示される基を表す、請求項１に記載の式（Ｉ）で示されるビフェニルカルボキサミド。
【請求項３】
　Ｒが水素原子、メチル基、エチル基、イソプロピル基、ｔｅｒｔ－ブチル基を表し、
　Ｚがアリル基、２－ブテニル基、２－メチルアリル基、１－メチルアリル基、３－メチ
ル－２－ブテニル基、プロパルギル基、２－ブチニル基、３－ブチニル基、２－メチル－
３－ブチニル基、３，３－ジフルオロアリル基、３，３－ジクロロアリル基、シクロプロ
ピルメチル基、シクロペンチルメチル基、シクロヘキシルメチル基を表し、
　Ｘ及びＹが互いに独立して弗素原子、塩素原子、臭素原子、シアノ基、ニトロ基、メチ
ル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、
イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、メトキシ基、エトキシ基、メチルチオ基、トリクロ
ロメチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル基、
ジフルオロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基、トリフルオロメチルチオ基、ジフルオ
ロクロロメチルチオ基を表し、
　ｍが０又は１を表し、
　ｎが０、１又は２を表し（但し、ｎが２を表す場合には、ｙは同一であるか又は異なる
基を表す。）、及び
　Ａが次式
【化３６】

（式中、Ｒ１は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、メチル基、エチ
ル基、イソプロピル基、シクロプロピル基、メトキシ基、エトキシ基、メチルチオ基、エ
チルチオ基、モノフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、トリフルオロメチル基、ジフ
ルオロクロロメチル基、トリクロロメチル基、トリフルオロメトキシ基、トリクロロメト
キシ基、トリフルオロメチルチオ基又はジフルオロメチルチオ基を表し、及び
　Ｒ２は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、メチル基、エチル基、
メトキシ基、エトキシ基、メチルチオ基又はエチルチオ基を表し、及び
　Ｒ３は水素原子、メチル基、エチル基、ヒドロキシメチル基、ヒドロキシエチル基、ト
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リフルオロメチル基、ジフルオロメチル又はフェニル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化３７】

（式中、Ｒ４及びＲ５は互いに独立して水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチ
ル基、エチル基、ジフルオロメチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル
又はトリクロロメチル基を表し、及び
　Ｒ６は弗素原子、塩素原子、臭素原子、シアノ基、メチル基、トリフルオロメチル基、
トリフルオロメトキシ基、ジフルオロメトキシ基、ジフルオロクロロメトキシ又はトリク
ロロメトキシを表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化３８】

（式中、Ｒ７及びＲ８は独立して互いに水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチ
ル基、エチル基、ジフルオロメチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル
基又はトリクロロメチル基を表し、及び
　Ｒ９は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基又はエチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化３９】

（式中、Ｒ１０は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、ヒドロキシル
基、シアノ基、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、
イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ジフルオロメチル基、トリフル
オロメチル基、ジフルオロクロロメチル基、トリクロロメチル基、トリフルオロメトキシ
基、ジフルオロメトキシ基、ジフルオロクロロメトキシ基、トリクロロメトキシ基、トリ
フルオロメチルチオ基、ジフルオロメチルチオ基、ジフルオロクロロメチルチオ基又はト
リクロロメチルチオ基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化４０】
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（式中、Ｒ１１は弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、ヒドロキシル基、シアノ
基、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル
基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、メトキシ基、エトキシ基、メチルチオ基、
エチルチオ基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル基
、トリクロロメチル基、トリフルオロメトキシ基、ジフルオロメトキシ基、ジフルオロク
ロロメトキシ基、トリクロロメトキシ基、ジフルオロメチルチオ基、トリフルオロメチル
チオ基を表し、及び
　Ｒ１２は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、シアノ基、メチル基
、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－
ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、メトキシ基、エトキシ基、メチルチオ基、エチルチオ基
、メチルスルフィニル基、メチルスルホニル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチ
ル基、ジフルオロクロロメチル基、トリクロロメチル基、トリフルオロメトキシ基、ジフ
ルオロメトキシ基、ジフルオロクロロメトキシ又はトリクロロメトキシを表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化４１】

〔式中、Ｒ１３はメチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジ
フルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表し、及び
　Ｒ１４はメチル基又はエチル基を表し、
　Ｘ１はＳ（硫黄）を表すか又はＳＯ、ＳＯ２又はＣＨ２を表し、及び
　ｐは０、１又は２を表す。〕
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化４２】

（式中、Ｒ１５はメチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジ
フルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化４３】

（式中、Ｒ１６はメチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジ
フルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
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【化４４】

（式中、Ｒ１７は弗素原子、塩素原子、臭素原子、シアノ基、メチル基、エチル基、イソ
プロピル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル基又
はトリクロロメチル基を表し、
　Ｒ１８は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基、トリフルオ
ロメチル基、ジフルオロメチル基又はトリクロロメチル基を表し、及び
　Ｒ１９は水素原子、メチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、メトキシメチル基、
エトキシメチル基、ヒドロキシメチル基又はヒドロキシエチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化４５】

（式中、Ｒ２０及びＲ２１は互いに独立して水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、
メチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメ
チル基又はトリクロロメチル基を表し、及び
　Ｒ２２は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基、トリフルオ
ロメチル基、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を
表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化４６】

（式中、Ｒ２３及びＲ２４は互いに独立して水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、
ニトロ基、メチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジフルオ
ロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表し、及び
　Ｒ２５は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基、トリフルオ
ロメチル基、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を
表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化４７】
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（式中、Ｒ２６は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、アミノ基、メチルアミノ基
、ジメチルアミノ基、シアノ基、メチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオ
ロメチル基、ジフルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表し、及び
　Ｒ２７は弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基、トリフルオロメチル基
、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化４８】

（式中、Ｒ２８は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、アミノ基、メチルアミノ基
、ジメチルアミノ基、シアノ基、メチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオ
ロメチル基、ジフルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表し、及び
　Ｒ２９は弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基、トリフルオロメチル基
、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化４９】

（式中、Ｒ３０は弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基、トリフルオロメ
チル基、ジフルオロメチル基、ジフルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表す
。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式

【化５０】

（式中、Ｒ３１は水素原子、メチル基又はエチル基を表し、及び
　Ｒ３２は弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基又はエチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
　Ａが次式
【化５１】

（式中、Ｒ３３はメチル基、エチル基、トリフルオロメチル基、ジフルオロメチル基、ジ
フルオロクロロメチル基又はトリクロロメチル基を表す。）
で示される基を表すか、又は
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　Ａが次式
【化５２】

（式中、Ｒ３４は水素原子、弗素原子、塩素原子、臭素原子、メチル基、エチル基又はト
リフルオロメチル基を表す。）
で示される基である、請求項１に記載の式（Ｉ）で示されるビフェニルカルボキサミド。
【請求項４】
　式（Ｉ－１）
【化５３】

（式中、Ｒ、Ｚ、Ｘ、Ｙ、ｍ、ｎ及びＡは請求項１から３のいずれか１項に定義した通り
である。）
で示されるビフェニルカルボキサミド。
【請求項５】
　請求項１に記載の式（Ｉ）で示されるビフェニルカルボキサミドの製造方法であって、
ａ）式（ＩＩ）

【化５４】

（式中、Ａは請求項１で定義した通りであり及びＧはハロゲン原子、ヒドロキシル基又は
Ｃ１～Ｃ６－アルコキシ基を表す。）
で示されるカルボン酸誘導体を、式（ＩＩＩ）
【化５５】

（式中、Ｒ、Ｚ、Ｘ、Ｙ、ｍ及びｎは請求項１で定義した通りである。）
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で示されるアニリン誘導体と、適切ならば触媒の存在下で、適切ならば酸結合剤の存在下
で及び適切ならば希釈剤の存在下で反応させるか、又は
ｂ）式（ＩＶ）
【化５６】

（式中、Ａ、Ｘ及びｍは請求項１で定義した通りであり、Ｈａｌ１は臭素原子又はヨウ素
原子を表す。）
で示されるカルボキサミド誘導体を、式（Ｖ）
【化５７】

（式中、Ｒ、Ｚ、Ｙ及びｎは請求項１で定義した通りであり及びＧ１及びＧ２はそれぞれ
水素原子を表すか又は一緒になってテトラメチルエチレン基を表す。）
で示されるボロン酸誘導体と、触媒の存在下で、適切ならば酸結合剤の存在下で及び適切
ならば希釈剤の存在下で反応させるか、又は
ｃ）式（ＶＩ）
【化５８】

（式中、Ａ、Ｘ及びｍは請求項１で定義した通りであり及びＧ１及びＧ２はそれぞれ水素
原子を表すか又は一緒になってテトラメチルエチレン基を表す。）
で示されるカルボキサミドボロン酸誘導体を、式（ＶＩＩ）

【化５９】

（式中、Ｒ、Ｚ、Ｙ及びｎは請求項１で定義した通りであり、Ｈａｌ１は臭素原子又はヨ
ウ素原子を表す。）
で示されるフェニルオキシム誘導体と、触媒の存在下で、適切ならば酸結合剤の存在下で
及び適切ならば希釈剤の存在下で反応させるか、又は
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ｄ）式（ＶＩＩＩ）
【化６０】

（式中、Ａ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、ｍ及びｎは請求項１で定義した通りである。）
で示されるビフェニルアシル誘導体を、式（ＩＸ）
　　　Ｚ－Ｏ－ＮＨ２ｘＨＣｌ　　（ＩＸ）
（式中、Ｚは請求項１で定義した通りである。）
で示されるヒドロキシルアミン誘導体と、適切ならば酸結合剤の存在下で及び適切ならば
希釈剤の存在下で反応させるか、又は
ｅ）式（Ｉ－ａ）
【化６１】

（式中、Ａ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、ｍ及びｎは請求項１で定義した通りである。）
で示されるヒドロキシイミノ誘導体を、式（Ｘ）
　　　Ｚ－Ｅ　　（Ｘ）
（式中、Ｚは請求項１で定義した通りであり、Ｅは塩素、臭素、ヨウ素原子、メタンスル
ホニル基又はｐ－トルエンスルホニル基を表す。）
で示される化合物と、適切ならば酸結合剤の存在下で及び適切ならば希釈剤の存在下で反
応させるか、又は
ｆ）式（ＩＶ）
【化６２】

（式中、Ａ、Ｘ及びｍは請求項１で定義した通りであり及びＨａｌ１は臭素原子又はヨウ
素原子を表す。）
で示されるカルボキサミド誘導体を、式（ＶＩＩ）
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【化６３】

（式中、Ｒ、Ｚ、Ｙ及びｎは請求項１で定義した通りであり、Ｈａｌ１は臭素原子又はヨ
ウ素原子を表す。）
で示されるフェニルオキシム誘導体と、パラジウム又は白金触媒の存在下で及び４，４，
４’，４’，５，５，５’，５’－オクタメチル－２，２’－ビス－１，３，２－ジオキ
サボロランの存在下で、適切ならば酸結合剤の存在下で及び適切ならば希釈剤の存在下で
反応させる
ことを特徴とする、請求項１に記載の式（Ｉ）で示されるビフェニルカルボキサミドの製
造方法。
【請求項６】
　増量剤及び／又は界面活性剤の他に、請求項１に記載の式（Ｉ）で示されるビフェニル
カルボキサミドの少なくとも１種を含有してなることを特徴とする、望ましくない微生物
の防除用組成物。
【請求項７】
　望ましくない微生物を防除するための請求項１に記載の式（Ｉ）で示されるビフェニル
カルボキサミドの使用。
【請求項８】
　請求項１に記載の式（Ｉ）で示されるビフェニルカルボキサミドを望ましくない微生物
及び／又はこれらの生息環境に施用することを特徴とする、望ましくない微生物の防除方
法。
【請求項９】
　請求項１に記載の式（Ｉ）で示されるビフェニルカルボキサミドを増量剤及び／又は界
面活性剤と混合することを特徴とする、望ましくない微生物の防除用組成物の製造方法。
【請求項１０】
　式（ＩＩＩ）
【化６４】

（式中、Ｒ、Ｚ、Ｘ、Ｙ、ｍ及びｎは請求項１で定義した通りである。）
で示されるアニリン誘導体。
【請求項１１】
　式（Ｖ）
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【化６５】

（式中、Ｒ、Ｚ、Ｙ及びｎは請求項１で定義した通りであり及びＧ１及びＧ２はそれぞれ
水素原子を表すか又は一緒になってテトラメチルエチレン基を表す。）
で示されるボロン酸誘導体。
【請求項１２】
　式（ＶＩ）

【化６６】

（式中、Ａ、Ｘ及びｍは請求項１で定義した通りであり及びＧ１及びＧ２はそれぞれ水素
原子を表すか又は一緒になってテトラメチルエチレン基を表す。）
で示されるカルボキサミドボロン酸誘導体。
【請求項１３】
　式（ＶＩＩＩ）
【化６７】

（式中、Ａ、Ｒ、Ｘ、Ｙ、ｍ及びｎは請求項１で定義した通りである。）
で示されるビフェニルアシル誘導体。
【請求項１４】
　式（ＸＩＶ）
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【化６８】

（式中、Ｒ、Ｘ、Ｙ、ｍ及びｎは請求項１で定義した通りである。）
で示される２－ベンズアルデヒドアニリン誘導体。


	header
	written-amendment

